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　　　	新シリーズ“日本のものづくり力”連載について	　　　
会報委員会委員長　細谷佳弘（JFEスチール（株））

1998年から“ふぇらむ”に連載してまいりました“鉄の点景／ Steel	Landscape”は、9号を以って一旦終了とさせ
て頂き、10号より新シリーズ“日本のものづくり力”を連載致します。
日本には、永年の伝統技術の蓄積と匠の技を強みとした中小企業が少なくありません。その多くは他の追随を許さな
いオンリーワン技術が企業活力の源泉であり、戦後日本の産業の復興と発展を支えてきました。しかしながら、今後日本
のものづくり産業がグローバル市場で勝ち残って行くためには、オンリーワン技術に拘泥するだけでは世界の潮流に乗り
遅れ、ややもするとロンリーワン技術に陥る危険性さえはらんでいます。
日本には、オンリーワンの匠の技術によって培われた“ものづくり力”を、優れた品質管理や効率的な生産技術と融合

させた量産技術に昇華させ、グローバル市場で高い競争力を有するナンバーワン技術を誇る中小企業が沢山あります。
今号からは、そうした日本や世界市場でナンバーワンのシェアを誇る日本の中小企業に焦点を当て、我が国のものづく

り力の源泉を探訪してみたいと思います。
本シリーズは、昨年より会報委員会にて企画を練り、取材の準備を進めている矢先に東日本大震災が発生しました。

その結果、グローバルサプライチェーンの寸断から見えてきた日本のものづくり中小企業の存在感、電力需給を危惧した
国内産業の一層の空洞化に対する懸念、学生の大企業志向の就活行動に応えられなくなっている日本企業の採用
事情など、今こそ日本の“ものづくり力”の本質を解き明かし、広く日本の産業競争力に資する人財の奮起を促すこと
の意義を再認識し、本シリーズ連載に意を強く致しました。
鉄鋼協会会員各位には、本シリーズ連載に対する御理解とともに記事内容に対する忌憚の無い御意見をお寄せ頂

ければ幸いです。



 

 

 

編 集 後 記 
 
 
 日本は、台風の影響もあり、毎日蒸し暑い日々が続いているよう
です。気象庁によれば、今夏（６～８月）の日本の平均気温は、
1898年以降の114年間で４番目に高かったとのことです。一方、小
生は、ただ今スウェーデンの首都ストックホルムに来ており、薄手の
セーターの上からフリースの上着を羽織るといういでたちでおりま
す。日本では、毎日雑事に忙殺され、ゆっくりと考える時間がござ
いませんが、幸運にもストックホルムに１ヶ月間滞在する機会が与
えられ、涼しい避暑地のような場所で、論文を読み執筆をしたり、
他国の研究者とディスカッションをしたりと夢のような日々を過ごさ
せて頂いております。 
 未曾有の災害に見舞われたばかりの日本と、建国以来自然災害

が起きていないというスウェーデンとを比較することはできませんが、
こちらの人々は皆、顔つきが穏やかでゆったりとしています。皆あく
せくと働いておらず、日々の生活を楽しんでいるように見えます。ま
た、他人を思いやる余裕も十分に持っています。 
 日本は、今、震災や原発事故からの復興、電力不足など、多大
な問題を抱え、国民一人一人が頑張っております。日本の「頑張
る」「努力する」という国民性は、確かに世界に誇れるものです。し
かし、日本国民はすでに十分頑張っているのだから、リラックスする
こと、人生を楽しむことの大切さもスウェーデンから学ぶべきではな
いかと感じる今日この頃です。 

（Ｍ.Ｈ.）
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